
　

寒
空
に
響
く
、
破
竹
音
。
高
く
燃

え
上
が
る
や
ぐ
ら
を
囲
み
、
人
々
は

一
年
の
無
病
息
災
を
願
う
。

　

田
代
地
区
の
伝
統
行
事
「
セ
ッ
ガ

イ
」。
毎
年
、
2
月
3
日
の
節
分
に

合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
鹿
児

島
県
内
で
は
「
鬼
火
焚
き
」
と
も
呼

ば
れ
、
年
始
に
各
地
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
節
分
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
数
少
な
い
そ
う
。
な
ぜ
、

田
代
地
区
が
節
分
に
合
わ
せ
て
鬼
火

焚
き
を
行
う
の
か
は
、
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
「
セ
ッ
ガ
イ
」
の
語
源

と
は

―
。
そ
れ
は
、
セ
ッ
ガ
イ
が

節
分
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
関
係
し
て

い
ま
す
。
節
分
の
翌
日
は
立
春
。「
節

分
」
は
も
と
も
と
「
季
節
の
変
わ
り

目
」
を
表
す
言
葉
で
す
。「
季
節
変

わ
り
」
→
「
節
変
わ
り
」
→
「
セ
ツ

ガ
ワ
イ
」
→
「
セ
ッ
ガ
イ
」
と
変
遷

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

炎
を
つ
な
ぐ 

―
「
セ
ッ
ガ
イ
」
復
活
か
ら
50
年
、
未
来
へ

　

セ
ッ
ガ
イ
に
つ
い
て
、『
田
代
郷

土
史
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
セ
ツ
ガ
ワ
イ
の
行
事
。
鶴
園
部
落

の
節
分
の
行
事
に
百
年
ほ
ど
古
く
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
鬼
火
タ
キ
が
あ
る
。

大
き
な
も
う
そ
う
竹
で
高
さ
９
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
の
や
ぐ
ら
を
く
み
、
前

も
っ
て
集
め
た
杉
の
葉
等
を
つ
め
て

夕
も
や
の
青
く
た
れ
た
夕
方
、
そ
れ

に
火
を
つ
け
て
燃
や
す
。
生
竹
が
パ

ン
パ
ン
は
じ
け
て
勇
ま
し
い
。
子
ど

も
た
ち
は
餅
を
焼
い
た
り
、
豆
を
ま

い
た
り
す
る
。
そ
し
て
竹
の
は
じ
け

る
音
や
、
豆
ま
く
こ
と
で
鬼
を
部
落

か
ら
追
い
払
う
た
め
の
行
事
だ
と

言
っ
て
い
る
。
鶴
園
部
落
の
セ
ツ
ガ

ワ
イ
の
行
事
は
他
の
地
区
の
正
月
の

オ
ン
ビ
タ
ツ
（
鬼
火
焚
き
）
の
行
事

と
、
二
月
の
節
分
の
行
事
が
重
な
っ

た
行
事
に
な
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て

こ
う
な
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。」

　

こ
の
記
述
か
ら
、
セ
ッ
ガ
イ
は
明

治
初
期
に
は
す
で
に
鶴
園
自
治
会
で

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
、
セ
ッ
ガ
イ
は
一
度
途
絶
え
て
し

ま
う
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
い
つ
復
活
を
遂
げ
た

の
か

―
。
昭
和
56
年
３
月
の
「
広

報
た
し
ろ
」
に
、
以
下
の
記
述
を
見

つ
け
ま
し
た
。

「
鶴
園
部
落
で
は
、
昔
か
ら
の
伝
統

行
事
と
し
て
、
い
っ
た
ん
途
絶
え
て

い
た
セ
ッ
ガ
イ
を
５
年
前
か
ら
復
活

し
て
い
ま
す
。（
中
略
）
ま
た
、
こ

の
行
事
は
池
野
、
西
大
原
で
も
行
わ

れ
ま
し
た
。」

　

つ
ま
り
、
昭
和
51
年
（
今
か
ら
50

年
前
）
に
鶴
園
自
治
会
で
復
活
し
た

セ
ッ
ガ
イ
の
歴
史
　

復
活
を
遂
げ
、
今
年
で
五
十
年

セ
ッ
ガ
イ
の
「
今
」

セッガイ　復活から 50年

炎をつなぐ　未来へ

セ
ッ
ガ
イ
が
、
昭
和
50
年
代
か
ら
60

年
代
に
か
け
て
、
田
代
各
地
へ
広

が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
セ
ッ
ガ
イ
を
行
っ
て
い
る

の
は
鶴
園
自
治
会
の
ほ
か
に
、
平
石

自
治
会
、
麓
地
区
、
大
原
地
区
、
花

瀬
地
区
、
上
部
地
区
の
全
６
か
所
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

継
続
で
き
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

　

セ
ッ
ガ
イ
を
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
。
復
活
か
ら
50
年
を
迎
え
た
今
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か

―
。

　

先
人
た
ち
が
守
り
、
つ
な
い
で
き

た
炎
を
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
へ
。
地

域
の
宝
で
あ
る
セ
ッ
ガ
イ
の
こ
れ
か

ら
を
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
ま
す
。
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にが竹を切る。

孟宗竹を切る。

切ったにが竹を束にする。

枝を落とす。

やぐらの中心の場所を決め、穴をほる。穴に一番長い孟宗竹をさす。やぐらの中心が完成。支柱をたてる。支柱と中央の柱を固定する。

シノで番線を締めていく。

やぐらの骨組みが完成。

にが竹の束を立てかけていく。 どんどん立てかける。 さらに立てかけていく。 骨組みが見えなくなった。 やぐらの周りに縄をかけ、締める。 やぐらが完成。

　

や
ぐ
ら
は
、
二
種
類
の
竹
を
組
み
合

わ
せ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
ぐ
ら

の
骨
組
み
と
な
る
の
は
、
太
く
長
い

『
孟
宗
竹
』。
細
く
軽
い
『
に
が
竹
』
は
、

骨
組
み
を
囲
み
、
大
き
な
炎
を
創
り
出

し
ま
す
。

　

や
ぐ
ら
立
て
は
、
竹
を
切
る
と
こ
ろ

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
孟
宗
竹
は
、
で
き
る

だ
け
真
っ
直
ぐ
な
も
の
を
選
び
ま
す
。

特
に
真
っ
直
ぐ
長
く
伸
び
て
い
る
も
の

を
、
や
ぐ
ら
の
中
心
と
し
ま
す
。
そ
の

他
の
も
の
は
枝
を
落
と
し
、
適
度
な
長

さ
に
切
り
揃
え
ま
す
。
こ
の
と
き
、
巻

き
尺
や
定
規
は
使
い
ま
せ
ん
。
長
年
の

経
験
で
培
わ
れ
た
勘
を
頼
り
に
、
手
際

よ
く
切
り
揃
え
て
い
き
ま
す
。

　

続
い
て
、
に
が
竹
。
竹
の
根
元
を
刈

払
機
で
切
り
、
20
～
30
本
ず
つ
の
束
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。
紐
が
緩
ま
な
い
よ

う
、
き
つ
く
結
び
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
が
、
下
準
備
。
花
瀬
地
区

で
は
、
各
自
事
前
に
準
備
し
た
に
が
竹

の
束
を
持
ち
寄
り
、
や
ぐ
ら
立
て
が
始

ま
り
ま
す
。

　

や
ぐ
ら
の
中
心
の
場
所
を
決
め
、
穴

を
掘
り
ま
す
。
こ
の
穴
に
、
一
番
長
い

孟
宗
竹
を
差
し
込
み
、
や
ぐ
ら
の
中
心

が
完
成
す
る
の
で
す
が
、
10
メ
ー
ト
ル

近
く
あ
る
孟
宗
竹
を
持
ち
上
げ
、
穴
に

さ
す
作
業
は
、
想
像
以
上
に
大
仕
事
。

み
ん
な
で
息
を
合
わ
せ
て
、
一
気
に
立

て
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
中
心
の
回
り
に
４
つ
の
穴
を

掘
り
、
支
柱
を
立
て
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
支
柱
と
中
央
の
柱
の
間
に
竹
を

通
し
、
番
線
で
固
定
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
番
線
を
シ
ノ
で
締
め
る
作
業
が
、

やぐらを組む

ま
さ
に
熟
練
の
技
。
次
々
と
固
定
さ
れ
、

丈
夫
な
骨
組
み
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

骨
組
み
が
完
成
し
た
ら
、
に
が
竹
の

束
を
周
り
に
立
て
か
け
て
い
き
ま
す
。

隙
間
な
く
、
四
方
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く

立
て
か
け
る
こ
と
が
重
要
。
年
長
者
と

若
者
が
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
作
業

が
進
み
ま
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
骨
組
み
が
見
え
な

く
な
り
、
い
よ
い
よ
最
後
の
仕
上
げ
へ
。

や
ぐ
ら
の
周
り
に
縄
を
か
け
、
締
め
て

い
き
ま
す
。
こ
の
縄
の
掛
け
方
に
も
要

領
が
あ
り
、
こ
こ
を
間
違
え
る
と
や
ぐ

ら
の
形
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
の

花
瀬
地
区
　
セ
ッ
ガ
イ
の「
今
」

や
ぐ
ら
を
組
む
熟
練
の
技

こ
と
。
み
ん
な
で
掛
け
声
を
か
け
、
縄

を
引
っ
張
り
、
立
派
な
や
ぐ
ら
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
、
火
入
れ
の
時

―
。
花

瀬
地
区
で
は
、
毎
年
、
厄
年
の
人
が
火

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
松
明
の
火
を

や
ぐ
ら
に
近
づ
け
る
と
、
瞬
く
間
に
大

き
く
な
る
炎
。
パ
ン
パ
ン
と
大
き
な
音

が
、
辺
り
一
面
に
響
き
渡
り
ま
す
。
火

入
れ
が
終
わ
る
と
、
火
を
囲
ん
で
焼
酎

を
飲
ん
だ
り
、
カ
レ
ー
を
食
べ
た
り
、

和
や
か
な
時
間
が
流
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
一
番
楽
し

み
に
し
て
い
る「
お
金
ま
き
」が
ス
タ
ー

ト
。
セ
ッ
ガ
イ
で
は
、
厄
払
い
の
意
味

を
込
め
、
お
金
や
豆
、
お
菓
子
な
ど
が

ま
か
れ
ま
す
。

　

一
年
の
無
病
息
災
を
願
い
、
夜
空
へ

と
立
ち
の
ぼ
る
炎
を
見
上
げ
な
が
ら
、

人
々
の
笑
顔
と
歓
声
が
寒
空
に
あ
た
た

か
く
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

炎
を
囲
む
、
地
域
の
温
も
り

セッガイ　復活から 50年

炎をつなぐ　未来へ
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自分が小さい頃はセッガイの他にも十五夜の綱引
きや相撲大会などがあり、「綱をみんなで練った」
とか、「相撲で誰に勝った」とか、地域での思い
出がたくさんあります。でも、今は花瀬地区も子
どもが少なくなり、行事はこのセッガイだけ。セッ
ガイがなくなれば、何もなくなってしまいます。

若い世代が減っていますが、先輩方と一
緒にやぐらを立てて、晩は火のそばで焼
酎を飲む。最高のひと時です。
セッガイだけは自分たち若い世代が

しっかりと引き継いで、これから
も続けていかないといけないと思
います。

これからの世代に繋ぐ

記録を辿る各地のセッガイを巡る

鶴園自治会　鶴園 仁玖さん

鶴園自治会 麓地区公民館大原地区公民館

上部地区公民館 花瀬地区公民館 平石自治会

毎年、鶴園のセッガイに参加しています。セッガ
イの日は、僕のおばあちゃんが砂糖の入った餅を
作り、みんなに振る舞っています。僕は、その餅
が大好きです。これまではお父さんと一緒に松明
を持って火入れをしましたが、今年は一人でしま
した。やぐらに松明を近づけると、パチパチと音

を立てながらあっという間に大きな炎になっ
て驚きました。セッガイの日の一番の楽
しみは、お金と豆を拾うことです。今
年もたくさん拾うことができました。

子どもは危ないから、やぐら立てに参加
したことはありませんが、大人に

なったらやってみたいです。

猪鹿倉自治会　川路 譲二さん

鶴園で行われていた明治初期？

何らかの理由で途絶える

鶴園で復活昭和 51 年

鶴園・池野・西大原で行われる昭和 56 年

上部・上原でも始まる昭和 58 年

鶴園・西大原・花瀬・上原・
上部・大根田で行われる

昭和 59 年

平石でも始まる昭和 60 年

※『田代町郷土史』『広報たしろ』に記述があったもの
だけを年表に記載しています。

『広報たしろ』昭和 56 年３月号より抜粋→

　

鶴
園
で
セ
ッ
ガ
イ
が
復
活
し
て
、

今
年
で
50
年
。
半
世
紀
を
迎
え
ま

す
。

　

鶴
園
自
治
会
の
久
保
幸
雄
さ
ん

（
90
歳
）
は
「
自
治
会
の
役
員
や

先
輩
方
か
ら
『
セ
ッ
ガ
イ
を
も
う

一
回
や
り
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
声

が
上
が
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。「
こ
の
や
ぐ
ら
の
組
み

方
も
、
先
輩
方
か
ら
代
々
引
き
継

が
れ
て
き
た
も
の
。
鶴
園
の
や
ぐ

ら
は
絶
対
に
倒
れ
な
い
。
日
本
一

の
や
ぐ
ら
」
と
、
久
保
さ
ん
は
語

り
ま
す
。

　

や
ぐ
ら
の
組
み
方
も
、
大
き
さ

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て

少
し
ず
つ
違
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
先
輩
方
か
ら
受
け
継
が
れ
、

今
の
担
い
手
た
ち
へ
と
手
渡
さ
れ

て
き
た
証
。
竹
の
選
び
方
、
組
み

上
げ
る
順
序
、
縄
の
締
め
方
な
ど
、

そ
の
一
つ
一
つ
に
、
そ
の
地
域
な

ら
で
は
の
工
夫
と
誇
り
が
息
づ
い

て
い
ま
す
。

　

形
は
違
っ
て
も
、
込
め
ら
れ
た

思
い
は
同
じ
。
先
人
た
ち
が
守
り

抜
い
て
き
た
伝
統
は
、
世
代
を
超

え
て
受
け
継
が
れ
、
今
も
地
域
の

中
心
で
力
強
く
燃
え
続
け
て
い
る

の
で
す
。

今年は、火入れの役目を担いました。麓地区は、
毎年、中学二年生が火入れを行います。僕を含め
て６名が参加しました。初めての火入れは、想像
以上に迫力があり、驚きました。火を近づけると、
瞬く間にバチバチと音を立て、燃え広がっていき
ました。田代中では、二年生が立志式を行います。
この火入れも、立志式のように、大
人になるための大切な経験のひとつ
なのかもしれません。
どうしてセッガイは一度途絶えてし
まったのか、どのようにして復活を
遂げたのか、田代の歴史を深く
調べてみたくなりました。

馬場自治会　今村 寛司さん

令和７年４月に錦江町に引っ越してきた私たちに
とっては、今回が初めてのセッガイでした。やぐ
らが立っているのを見て、「どんな行事なのだろ
う」と親子でわくわくしていました。転勤族なの
で、県内あちこち行きますが、こんな行事は人生
で初めて。田代は空気が澄み切っているの
で、炎がとてもきれいに見えました。
火を眺めながら皆さんと焼酎を飲み、地域
の一員になれたような気がして、心が温か
くなりました。子どもたちもお金や
お菓子を拾ったり、帰りに買い物
をしたりして、素敵な経験をさせ
ていただきました。

２月３日の節分当日に行っているのは、麓地区と鶴園自治会のみ。その他の地域は、節分前の週末に合わせて行われ
ています。火入れの時刻も地域によって様々です。今年は天候に恵まれ、どの地域も予定通り行うことができました。

橋ノ口自治会　西之園 智博さん親子

セッガイ　復活から 50年

炎をつなぐ　未来へ
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